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ITSの地域活用・地域実装を目指した実践的研究

道路維持管理作業の省力化
のための全方位映像活用

ITS（高度道路交通システム）の技術を実際の地域・現場に導入すべく、実際のフィール
ドを想定した研究を進めています。

交通ビッグデータ分析

マルチモーダル交通情報提供

自動走行システムの社会的影響
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鉄道・バスに加え、地域の足となりうる「さまざまな交通」
に関し、その人のニーズに即した手段が検索できる仕組み

交通モードに依存せず、さまざまな人が安全・安心
・快適にシームレスな移動を支える社会の実現

目的地

IOTを活用し、
調べて、予約

自動運転社会の実現（関係者間の連携）

産業

新たな「まち」
のかたち移動の活発化

•地方部の移動手段確
保（地域活性化）

•輸送（モノ）/移動（ヒト）
のコスト縮減（生産性向上、
国際競争力向上）

•高齢者・障害者の
移動手段確保

•健康寿命の確保観光

公共交通 社会福祉
まちづくり・
みちづくり

移動の効率化

•観光地の新たな移動手段
（新たな観光資源の発掘）

•自動運転車両と共存するまち
づくり・みちづくり

生活
•移動手段の多様化
（シェアリング）自動運転社会の実現により

インパクトを受ける分野


